
今、村田製作所は「ヘルスケア」分野への取り組みを強化しようとしています。
なぜなら、過去から培ってきたセンシングする技術、そしてそれをネットワークへつなぐ技術があれば、
人々の関心が集まるヘルスケアに対して貢献できると考えたからです。
目指すものは、誰もが健康で暮らせる豊かな社会。
この新しい取り組みは、ムラタのビジョンでもあります。

センサネットワークが
ヘルスケアを変える
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　日本をはじめ先進諸国で高齢化が進み、慢性疾患に悩む人が増えています。交
通機関の発達などによって、人々は運動不足となり、肥満やメタボリックも気に
なり始めました。人々の関心は、健康の維持や増進に及んでいます。「ヘルスケ
ア」という概念がとても重要になってきました。一方で、医師や看護師など、資格
を持った専門家が世界的に不足しています。医療機関での待ち時間は長くなり、
医療関係者の負荷も年々高まっています。そうした中で、健康維持のために、
人々は「セルフケア」という概念を持ち始めました。「ヘルスケア＝セルフケア」、
自らの健康を自らの力で管理していこうという風潮が芽生えています。

な
ぜ
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

今
重
要
な
の
か
？

どのようにして未来に備えるか？を考える

？
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自らの健康を自ら守る「セルフケア」の時代

参考資料：コンティニュア・ヘルス・アライアンス（Continua Health Alliance） Overview Brochure

億人

　人々は文明の発展とともに、運動をしなくなりがちです。その運動不足の結果として、体重増加
が起こり、それに伴って糖尿病や高血圧などの慢性疾患に陥る傾向があります。人 を々健康な
状態へと導き、それを維持するためのツールは、すでに存在します。健康へのより良い結果を得る
ためにこれらのツールをどのように活用するかが課題です。

全世界人口の60％から80％が運動不足の状態です

80
～60
%

　全世界で8.6億人、そして、その数は驚くべきスピードで増えています。事実、慢性疾患は
2020年までに、全世界の死亡原因の約4分の3を占めるようになると推測されています。患者
とその家族、ケアチームがもっと上手に慢性疾患を管理することによって、健康な生活を送り、
医療費の負担軽減ができるはずです。これ以上、医療に負担をかけると危機的状況を招きま
す。私たちは、今何をしたらよいのでしょうか？

全世界で8億6,000万の人々が、何らかの慢性疾患にかかっています

8.6

　2050年までに、60歳以上人口はさらに倍増するものと予想されます。今は先進国で高齢化が
進んでいますが、間もなく人口増加の激しい途上国にも高齢化社会が訪れます。急増する高齢
者層の家族で、安全かつ安心で、快適な暮らしを送るという夢をかなえられるでしょうか。世界的な
課題である高齢化を前に、私たちは何をしたらよいのでしょうか？

2025年までに、全世界の10億人が60歳以上になると推定されています

億人
10

　世界保健機関（WHO）の2006年度世界保健報告書によると、世界中で430万人の医
師、助産師、看護師とそのサポート従事者が不足しており、今後この状況が改善される見込み
はありません。すでに人手不足の状態で、どうすれば必要不可欠な医療・福祉サービスを提供
し続けることができるのでしょうか？

資格を持った専門家の数は減少しています

430
万人

億人

センサネットワークが
ヘルスケアを変える
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未来の健康を担う2つのテクノロジー、
新たな扉が開かれようとしている

24時間の常時センシング、
省エネで正確に働き続ける技術

　生体情報を収集するために必要なセンシング技術。これまで
は体温測定や血圧計測のように、一時的に測定するケースが
大半でした。そういう時代を経て、今後は24時間監視。常時セ
ンシング端末を身に着け、接触もしくは非接触で測定し続ける
時代が訪れようとしています。常に生体情報を測り続けることに
よって、朝起きた時と夜に寝る前まで、そして寝ている間に身体
にどのような変化があるのか。ヘルスケアの観点を超えて、医療
としても注目される試みです。それを実現するには、24時間、省
エネで正確に働き続けるセンシング技術が必要です。今、ムラタ
が取り組む大きな課題です。

ウェアラブルがひとつの答え、
基盤技術は小型化とローコスト化

　生体情報を24時間態勢で取得し続けるのは、簡単なことでは
ありません。人々が何らかの形で計測機器を身に着けない限りは、
生体情報は得られないからです。そのために「ウェアラブル」、常時
電源ONの状態で身に着けることを前提として開発された機器が
必要です。たとえば、センシング機能を埋め込んだ服や、前時代の
ウェアラブルデバイスである眼鏡や腕時計にセンシング機能を埋
め込んでさらに小型化した機器など、ウェアラブルは24時間態勢
で生体情報を得るためのキーテクノロジーです。ムラタが培ってき
た技術であるデバイスやモジュールの小型化・ローコスト化はウェ
アラブル機器実現のために必要な基盤技術そのものです。

S e n s i n g

Sensing Point

Sensing Point

Sensing Point

簡単に体温や血圧、脈拍などの生体情報を得られること。そのために必要な物理量をセンシングする技術。
得られた生体情報を一時利用後破棄するのではなく、蓄積してその経緯を見る。
そのためには、データを自由に転送できるネットワークの技術が必要です。
2つの技術が融合した時、人々の暮らしや環境が、大きく変わる可能性があります。
ムラタは、人々の未来の健康を担うヘルスケアのキーテクノロジーを作ります。

　小型で軽量、しかもコードが必要ないため、
ランニング中にも動きを制限されることなく、
手軽に脈拍や血中酸素状態を測定する「光
電脈波センサ」。トレーニングを快適で効果的
なものにするのに役立ちます。

光電脈波センサ＋無線通信モジュール1

　触れるだけで、血中ヘモグロビンの変化や心
拍によって生じる微弱な電圧変動などを検出。
脈拍数・血中酸素状態・心電を計測、相対血
圧変動などの「バイタルサイン」を測定。高齢
者のセルフケアに待ち望まれていた機能です。

バイタルサインセンサ2

　健康や美容に影響を及ぼすUV-A、UV-B
を測定するセンサ。これを内蔵したアクセサ
リーで検出した紫外線の強さから、外出時の
服装を決めることができるなど、女性にやさしい
機能です。

紫外線（UV）センサ3

【 ３つのアプリケーション事例 】
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蓄積されたネットワーク技術、
ヘルスケア分野での開花は近い

　センシング技術をもって、生体情報を得ただけでは健康管理に
役立ちません。その情報を収集し、蓄積して分析しなければ成果は
半減します。せっかく得た生体情報です。それを有効に生かすには、
どこかに転送してデータベース化する必要があります。そのために
必要な技術、それがネットワークです。特に、ウェアラブルに小型化
された機器では、蓄電能力も低く、電力を要するネットワーク機能を
持たせることは至難の業。しかし、省電力タイプの近距離無線など
新しい技術も登場し、その実現の可能性が見えてきました。早くか
らネットワーク技術に注目してきたムラタ、ヘルスケア分野でその技
術が開花するのは間もなくです。

　その人の状況を認識して、自律的に連携して
いくセンサネットワーク。健康でゆたかな社会の実
現に向けて欠かせない技術であり、応用範囲も
広範です。医療・福祉、防犯・セキュリティ、防災、
環境リスクへの対応など、これからの社会・経済
活動への展開が期待されています。

【 センサネットワークイメージ 】

データBOX

患者/高齢者など

医師・医療関係

モニタリング・
検査対象

モニタリング・
検査対象

データの
収集

ネットワーク

家族

フィットネストレーナー

　今どれだけの運動をし、ど
れだけのエネルギーを消費
しているのか。その人から離
れていても、その人の運動
レベルがわかれば、的確な
アドバイスが与えられます。

A Person
　その人自身は、何も意識
することなくセンサネットワー
クの中にいる。それがウェア
ラブルの目的です。デバイ
スの小型化と通信機能が
実現のポイント、これからの
キーテクノロジーです。

家族

　いつでも、どこからでも生
体情報を送り続けていると
いうことはその人が無事な
証拠。ネットワークでつな
がっていることで安心感が
得られます。

　生体情報から、処方した
薬の効能状況をチェック。過
去に得られたデータと比較
し、その人にとって最適な薬
を処方することができます。

薬剤師

介護・福祉サービス

　ネットワークでつながって
いれば、介護を受ける人の
状態を常に知ることがで
き、医療機関や介護施設と
の連絡もスムーズ。介護す
る側の負担も軽くなります。

ネットワークを使い
生体情報を共有する

医師

　脈拍や体温、血圧、血
中酸素など、主な生体情
報を継続的に収集しデー
タベース化することは、診
療する医師にとって効果
的な判断材料。センサネッ
トワークが医療を変えます。

センサネットワークが
ヘルスケアを変える
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F e a t u r e


	00 metamorphosis15J 6.pdf
	00 metamorphosis15J 7
	00 metamorphosis15J 8
	00 metamorphosis15J 9

